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(57)【要約】　      （修正有）【課題】二重土留め壁の 
剛性・強度アップを図ることが可能な土留め構造ならび 
に土留め方法を提供する。
【解決手段】第１の壁体１１は、地盤に開削側と地山側 
とを仕切るように打ち込まれる。第２の壁体１２は、第 
１の壁体１１より地山側の地盤に、第１の壁体１１に対 
し間隔をあけて打ち込まれる。頭部連結材１３は、第１ 
の壁体１１の頭部と第２の壁体１２の頭部とを連結固定 
し、内部連結材１４は、例えば平鋼からなり、打ち込み 
方向の中間位置で第１及び第２の壁体１１、１２を連結 
する。また、第１及び第２の壁体１１、１２と頭部連結 
材１３とは、コンクリートにより剛接合して、ラーメン 
構造をなすと共に、第１及び第２の壁体１１、１２間の 
地盤を拘束してもよい。また、第１び第２の壁体１１、 
１２は、内部連結材１４による連結状態で、地盤に同時 
に打ち込まれてもよい。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　6　　ＯＬ　（全11頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
地 盤 に 開 削 側 と 地 山 側 と を 仕 切 る よ う に 打 ち 込 ま れ た 第 １ の 壁 体 と 、
前 記 第 １ の 壁 体 よ り 地 山 側 の 地 盤 に 、 前 記 第 １ の 壁 体 に 対 し 間 隔 を あ け て 打 ち 込 ま れ た 第  
２ の 壁 体 と 、
前 記 第 １ の 壁 体 の 頭 部 と 前 記 第 ２ の 壁 体 の 頭 部 と を 連 結 固 定 す る 頭 部 連 結 材 と 、
前 記 第 １ の 壁 体 と 前 記 第 ２ の 壁 体 と を 打 ち 込 み 方 向 の 中 間 位 置 で 連 結 す る 内 部 連 結 材 と 、
を 含 ん で 構 成 さ れ る 、 土 留 め 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 は 、 そ れ ぞ れ 、 鋼 矢 板 の 列 に よ り 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、  
請 求 項 １ 記 載 の 土 留 め 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 内 部 連 結 材 は 、 平 鋼 で あ っ て 、 そ の 板 面 が 打 ち 込 み 方 向 と 平 行 に 配 置 さ れ る こ と を 特  
徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 土 留 め 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 内 部 連 結 材 は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 に そ れ ぞ れ 固 定 さ れ て 互 い に 対 向 す る 方 向 に  
突 出 し 、 互 い の 先 端 が 相 手 側 を 越 え た 位 置 で 互 い に 反 対 方 向 に 鉤 状 に 屈 曲 す る 一 対 の Ｌ 型  
鋼 板 を 含 み 、
前 記 一 対 の Ｌ 型 鋼 板 が 、 互 い に 対 向 す る 屈 曲 部 間 に 拘 束 さ れ る 土 砂 を 介 し て 連 結 す る こ と  
を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 土 留 め 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 頭 部 連 結 材 、 及 び 、 前 記 内 部 連 結 材 は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 に そ れ ぞ れ 固 定 さ れ  
て 互 い に 対 向 す る 方 向 に 突 出 し 、 互 い の 先 端 が 相 手 側 を 越 え た 位 置 で 互 い に 反 対 方 向 に 鉤  
状 に 屈 曲 す る 一 対 の Ｌ 型 鋼 板 を 含 み 、
前 記 頭 部 連 結 材 で は 、 前 記 一 対 の Ｌ 型 鋼 板 を 包 含 す る よ う に 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 の 頭  
部 間 に 打 設 さ れ た コ ン ク リ ー ト に よ り 、 前 記 第 １ の 壁 体 の 頭 部 と 前 記 第 ２ の 壁 体 の 頭 部 と  
が 連 結 固 定 さ れ 、
前 記 内 部 連 結 材 で は 、 前 記 一 対 の Ｌ 型 鋼 板 が 、 互 い に 対 向 す る 屈 曲 部 間 に 拘 束 さ れ る 土 砂  
を 介 し て 連 結 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 土 留 め 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
第 １ の 壁 体 と 第 ２ の 壁 体 と を 互 い に 間 隔 を あ け て 平 行 に し た 状 態 で 高 さ 方 向 の 中 間 位 置 で  
内 部 連 結 材 に よ り 連 結 す る 、 内 部 連 結 工 程 と 、
前 記 内 部 連 結 材 に よ る 連 結 状 態 で 、 前 記 第 １ の 壁 体 と 前 記 第 ２ の 壁 体 と を 、 地 盤 に 、 前 記  
第 １ の 壁 体 が 開 削 側 と 地 山 側 と を 仕 切 り 、 前 記 第 ２ の 壁 体 が 前 記 第 １ の 壁 体 よ り 地 山 側 に  
位 置 す る よ う に 、 同 時 に 打 ち 込 む 、 同 時 打 ち 込 み 工 程 と 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 の 打 ち 込 み 後 に 、 前 記 第 １ の 壁 体 の 頭 部 と 前 記 第 ２ の 壁 体 の 頭 部  
と を 頭 部 連 結 材 に よ り 連 結 固 定 す る 、 頭 部 連 結 工 程 と 、
を 含 む 、 土 留 め 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 地 盤 の 開 削 工 事 に 際 し 、 開 削 側 （ 開 削 予 定 領 域 ） と 地 山 側 （ 非 開 削 領 域 ） と を  
仕 切 っ て 、 施 工 場 所 に 対 す る 土 留 め （ 及 び 止 水 ） を 行 う 、 土 留 め 構 造 及 び 土 留 め 方 法 に 関  
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
通 常 、 開 削 工 事 で 用 い る 土 留 め （ 山 留 め ） は 、 鋼 矢 板 や Ｈ 鋼 を 打 設 し て 、 土 留 め 壁 を 構 築  
し 、 土 留 め 壁 の 剛 性 ・ 耐 力 で 、 土 圧 ・ 水 圧 に 耐 え て 、 開 削 場 所 の 安 全 を 確 保 す る 。
自 立 式 土 留 め の 場 合 、 掘 削 の 深 さ や 地 盤 条 件 に 応 じ て 、 土 留 め 仕 様 （ 土 留 め 壁 仕 様 ） が 決  
定 し 、 必 要 な 鋼 矢 板 や Ｈ 鋼 仕 様 が 決 定 す る 。 切 梁 や グ ラ ウ ン ド ア ン カ ー な ど の 支 保 形 式 で  



10

20

30

40

50

JP 2022-45376 A 2022.3.22(3)

も 、 そ の 支 保 工 仕 様 と 土 留 め 壁 仕 様 の バ ラ ン ス で 、 全 体 の 土 留 め 仕 様 が 決 定 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ の 中 で 、 土 留 め の 自 立 高 さ を 高 く す る 場 合 、 あ る い は 、 支 保 工 仕 様 を 簡 素 化 す る 場 合 、  
そ れ を 支 え る 土 留 め 壁 の 仕 様 が ア ッ プ す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
か か る 場 合 の 方 策 の １ つ と し て 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 土 留 め 構 造 （ 二 重 土 留 め 壁 ） が 提 案  
さ れ て い る 。
特 許 文 献 １ に 記 載 の 土 留 め 構 造 （ 二 重 土 留 め 壁 ） は 、
地 盤 に 開 削 側 と 地 山 側 と を 仕 切 る よ う に 打 ち 込 ま れ た 第 １ の 壁 体 と 、
前 記 第 １ の 壁 体 よ り 地 山 側 の 地 盤 に 、 前 記 第 １ の 壁 体 に 対 し 間 隔 を あ け て 打 ち 込 ま れ た 第  
２ の 壁 体 と 、
前 記 第 １ の 壁 体 の 頭 部 と 前 記 第 ２ の 壁 体 の 頭 部 と を 連 結 す る 頭 部 連 結 材 と 、
を 含 ん で 構 成 さ れ 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 と 前 記 頭 部 連 結 材 と は 、 剛 接 合 し て 、 ラ ー メ ン 構 造 を な す こ と を  
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
特 許 文 献 １ に 記 載 の 土 留 め 構 造 （ 二 重 土 留 め 壁 ） に よ れ ば 、 第 １ の 壁 体 の 頭 部 と 第 ２ の 壁  
体 の 頭 部 と が 頭 部 連 結 材 に よ り 連 結 さ れ る の み な ら ず 、 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 と 頭 部 連 結 材  
と が 、 剛 接 合 し て 、 門 型 ラ ー メ ン 構 造 を な し て い る 。 従 っ て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 の 互 い  
の 頭 部 の 変 位 及 び 回 転 が 拘 束 さ れ て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 に よ る 二 重 土 留 め 壁 の 剛 性 ・ 強  
度 ア ッ プ を 図 る こ と が で き る 。 ま た 、 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 が 互 い に 拘 束 さ れ る こ と で 、 第  
１ 及 び 第 ２ の 壁 体 間 の 地 盤 を 拘 束 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 内 部 の 地 盤 の 剛 性 が 二  
重 土 留 め 壁 の 剛 性 ア ッ プ に 大 き く 寄 与 す る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ９ － １ ２ ７ ８ ２ ２ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 土 留 め 構 造 （ 二 重 土 留 め 壁 ） を 更 に 改 善 し 、 二 重 土 留 め 壁  
の 更 な る 剛 性 ・ 強 度 ア ッ プ を 図 る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 土 留 め 構 造 は 、
地 盤 に 開 削 側 と 地 山 側 と を 仕 切 る よ う に 打 ち 込 ま れ た 第 １ の 壁 体 と 、
前 記 第 １ の 壁 体 よ り 地 山 側 の 地 盤 に 、 前 記 第 １ の 壁 体 に 対 し 間 隔 を あ け て 打 ち 込 ま れ た 第  
２ の 壁 体 と 、
前 記 第 １ の 壁 体 の 頭 部 と 前 記 第 ２ の 壁 体 の 頭 部 と を 連 結 固 定 す る 頭 部 連 結 材 と 、
前 記 第 １ の 壁 体 と 前 記 第 ２ の 壁 体 と を 打 ち 込 み 方 向 の 中 間 位 置 で 連 結 す る 内 部 連 結 材 と 、
を 含 ん で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 土 留 め 方 法 は 、
第 １ の 壁 体 と 第 ２ の 壁 体 と を 互 い に 間 隔 を あ け て 平 行 に し た 状 態 で 高 さ 方 向 の 中 間 位 置 で  
内 部 連 結 材 に よ り 連 結 す る 、 内 部 連 結 工 程 と 、
前 記 内 部 連 結 材 に よ る 連 結 状 態 で 、 前 記 第 １ の 壁 体 と 前 記 第 ２ の 壁 体 と を 、 地 盤 に 、 前 記  
第 １ の 壁 体 が 開 削 側 と 地 山 側 と を 仕 切 り 、 前 記 第 ２ の 壁 体 が 前 記 第 １ の 壁 体 よ り 地 山 側 に  
位 置 す る よ う に 、 同 時 に 打 ち 込 む 、 同 時 打 ち 込 み 工 程 と 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 の 打 ち 込 み 後 に 、 前 記 第 １ の 壁 体 の 頭 部 と 前 記 第 ２ の 壁 体 の 頭 部  
と を 頭 部 連 結 材 に よ り 連 結 固 定 す る 、 頭 部 連 結 工 程 と 、
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を 含 む 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 を 、 頭 部 連 結 材 に よ り 連 結 固 定 す る 他 、 打 ち 込 み 方  
向 の 中 間 位 置 で 内 部 連 結 材 に よ り 連 結 す る の で 、 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 の 一 体 化 効 果 、 及 び  
、 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 間 の 地 盤 拘 束 効 果 を 更 に 高 め 、 二 重 土 留 め 壁 の 更 な る 剛 性 ・ 強 度 ア  
ッ プ を 図 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 と し て 二 重 土 留 め 壁 を 用 い た 開 削 工 事 の 施 工 例 を 示 す 図
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ 及 び Ｂ － Ｂ 矢 視 図 に 相 当 す る 頭 部 及 び 内 部 連 結 構 造 の 平 面 図
【 図 ３ 】 頭 部 連 結 材 に よ る 頭 部 連 結 構 造 の 具 体 例 を 示 す 図 （ 正 面 図 及 び 平 面 図 ）
【 図 ４ 】 バ イ ブ ロ ハ ン マ ー に よ る 同 時 打 ち 込 み の 方 法 例 を 示 す 図
【 図 ５ 】 圧 入 機 に よ る 同 時 打 ち 込 み の 方 法 例 を 示 す 工 程 図
【 図 ６ 】 他 の 実 施 形 態 と し て 二 重 土 留 め 壁 を 用 い た 開 削 工 事 の 施 工 例 を 示 す 図
【 図 ７ 】 図 ６ の Ａ － Ａ 及 び Ｂ － Ｂ 矢 視 図 に 相 当 す る 頭 部 及 び 内 部 連 結 構 造 の 平 面 図
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 と し て 二 重 土 留 め 壁 を 用 い た 開 削 工 事 （ 立 坑 を 含 む ） の 施 工 例  
を 示 す 図 で あ る 。 図 ２ は 鋼 矢 板 を 用 い た 二 重 土 留 め 壁 の 平 面 図 で 、 （ Ａ ） は 図 １ の Ａ － Ａ  
矢 視 図 に 相 当 す る 頭 部 連 結 構 造 の 平 面 図 、 （ Ｂ ） は 図 １ の Ｂ － Ｂ 矢 視 図 に 相 当 す る 内 部 連  
結 構 造 の 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 実 施 形 態 の 土 留 め 構 造 体 １ ０ は 、 第 １ の 壁 体 １ １ と 、 第 ２ の 壁 体 １ ２ と の 二 重 構 造 （ 二  
重 土 留 め 壁 ） で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 実 施 形 態 で は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ を 構 成 す る 壁 部 材 と し て 、 鋼 矢 板 （ シ ー  
ト パ イ ル ） を 使 用 す る 。
鋼 矢 板 は 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 断 面 が 台 形 形 状 に 屈 曲 し 、 表 裏 の 一 方 の 面 が 凸 面 、 他  
方 の 面 が 凹 面 を な し 、 両 端 に 継 ぎ 手 （ ジ ョ イ ン ト ） を 有 し て い る 。 従 っ て 、 鋼 矢 板 を 表 と  
裏 を 逆 に し て 互 い 違 い に 列 設 し 、 隣 り 合 う 鋼 矢 板 を 継 ぎ 手 同 士 で つ な げ る こ と で 、 鋼 矢 板  
の 列 に よ り 土 留 め 壁 （ 壁 体 ） を 構 築 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
第 １ の 壁 体 （ 鋼 矢 板 ） １ １ は 、 地 盤 （ 開 削 前 の 地 盤 ） Ｇ に 、 開 削 側 と 地 山 側 と を 仕 切 る よ  
う に 打 ち 込 ま れ る 。
第 ２ の 壁 体 （ 鋼 矢 板 ） １ ２ は 、 第 １ の 壁 体 １ １ よ り 地 山 側 の 地 盤 に 、 第 １ の 壁 体 １ １ に 対  
し 例 え ば １ ｍ 程 度 の 間 隔 を あ け て 平 行 に 打 ち 込 ま れ る 。
な お 、 第 １ の 壁 体 １ １ の 打 ち 込 み と 第 ２ の 壁 体 １ ２ の 打 ち 込 み は 、 後 述 の よ う に 、 同 時 に  
（ 一 緒 に ） 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 実 施 形 態 の 土 留 め 構 造 体 １ ０ は 、 更 に 、 第 １ の 壁 体 １ １ の 頭 部 と 第 ２ の 壁 体 １ ２ の 頭 部  
と を 連 結 固 定 す る 頭 部 連 結 材 １ ３ と 、 第 １ の 壁 体 １ １ と 第 ２ の 壁 体 １ ２ と を 高 さ 方 向 （ 打  
ち 込 み 方 向 ） の １ ～ 複 数 の 中 間 位 置 （ 図 で は ２ 箇 所 ） で 連 結 固 定 す る 内 部 連 結 材 １ ４ と を  
含 む 。
【 ０ ０ １ ７ 】
先 ず 、 頭 部 連 結 材 １ ３ に つ い て 説 明 す る 。
頭 部 連 結 材 １ ３ は 、 第 １ の 壁 体 １ １ の 頭 部 と 第 ２ の 壁 体 １ ２ の 頭 部 と を 連 結 固 定 し 、 連 結  
固 定 す る こ と で 、 第 １ の 壁 体 １ １ と 第 ２ の 壁 体 １ ２ と を 剛 接 合 し て 、 ラ ー メ ン 構 造 を な さ  
し め る 。
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言 い 換 え れ ば 、 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ と 頭 部 連 結 材 １ ３ と は 、 剛 接 合 し て 、 ラ ー  
メ ン 構 造 （ 門 型 ラ ー メ ン 構 造 ） を な す と 共 に 、 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ 間 の 地 盤 を  
拘 束 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
上 記 剛 接 合 の た め の 頭 部 連 結 材 １ ３ の 具 体 的 構 造 に つ い て は 、 図 ３ に よ り 説 明 す る 。
図 ３ は 頭 部 連 結 材 に よ る 頭 部 連 結 構 造 の 具 体 例 を 示 し 、 （ Ａ ） は 図 １ と 同 じ 方 向 か ら 見 た  
頭 部 連 結 構 造 の 正 面 図 、 （ Ｂ ） は （ Ａ ） の 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 実 施 形 態 の 頭 部 連 結 材 １ ３ は 、 垂 直 面 内 で Ｘ 字 状 に 交 差 す る 接 合 鋼 材 （ ３ ３ 、 ３ ４ ） を  
含 み 、 こ れ ら の ク ロ ス 型 の 接 合 鋼 材 を 用 い て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ の 頭 部 を 連  
結 固 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 実 施 形 態 の 頭 部 連 結 材 １ ３ は 、 更 に 詳 し く は 、 第 １ 縦 鋼 材 ３ １ と 、 第 ２ 縦 鋼 材 ３ ２ と 、  
第 １ ク ロ ス 鋼 材 ３ ３ と 、 第 ２ ク ロ ス 鋼 材 ３ ４ と 、 を 含 む 。 こ れ ら の 鋼 材 は い ず れ も ア ン グ  
ル 材 で 、 第 １ 及 び 第 ２ ク ロ ス 鋼 材 ３ ３ 、 ３ ４ に つ い て は ア ン グ ル 材 の 両 端 部 を 斜 め に 切 断  
し て 用 い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
第 １ 縦 鋼 材 ３ １ は 、 第 １ の 壁 体 １ １ の 頭 部 に 溶 接 固 定 さ れ て 縦 方 向 に 配 置 さ れ る 。
第 ２ 縦 鋼 材 ３ ２ は 、 第 ２ の 壁 体 １ ２ の 頭 部 に 溶 接 固 定 さ れ て 縦 方 向 に 配 置 さ れ る 。
第 １ 及 び 第 ２ 縦 鋼 材 ３ １ 、 ３ ２ の い ず れ も 、 ア ン グ ル 材 の 一 辺 に 予 め ボ ル ト 挿 通 孔 を 形 成  
し て お き 、 他 の 辺 を 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ の 互 い に 対 向 す る 面 に 接 し さ せ た 状 態  
で 周 囲 を 溶 接 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
第 １ ク ロ ス 鋼 材 ３ ３ は 、 そ の 両 端 部 が 、 第 １ 縦 鋼 材 ３ １ の 上 部 と 第 ２ 縦 鋼 材 ３ ２ の 下 部 と  
に そ れ ぞ れ ボ ル ト 固 定 さ れ て 、 斜 め 方 向 に 配 置 さ れ る 。
第 ２ ク ロ ス 鋼 材 ３ ４ は 、 そ の 両 端 部 が 、 第 １ 縦 鋼 材 ３ １ の 下 部 と 第 ２ 縦 鋼 材 ３ ２ の 上 部 と  
に そ れ ぞ れ ボ ル ト 固 定 さ れ て 、 斜 め 方 向 に 配 置 さ れ る 。
従 っ て 、 第 １ ク ロ ス 鋼 材 ３ ３ と 第 ２ ク ロ ス 鋼 材 ３ ４ と は 、 Ｘ 字 状 に ク ロ ス す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ こ で 、 第 １ 及 び 第 ２ ク ロ ス 鋼 材 ３ ３ 、 ３ ４ の ボ ル ト 挿 通 孔 は 予 め 形 成 し て お い て も よ い  
が 、 現 場 に て 、 第 １ 及 び 第 ２ 縦 鋼 材 ３ １ 、 ３ ２ の 溶 接 固 定 後 に 、 第 １ 及 び 第 ２ 縦 鋼 材 ３ １  
、 ３ ２ の 孔 位 置 を 確 認 し て 、 孔 を あ け る と よ い 。 こ れ に よ り 、 施 工 誤 差 を 吸 収 可 能 と な る  
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の よ う に 、 第 １ 及 び 第 ２ 縦 鋼 材 ３ １ 、 ３ ２ と 第 １ 及 び 第 ２ ク ロ ス 鋼 材 ３ ３ 、 ３ ４ と を 用  
い 、 第 １ 及 び 第 ２ ク ロ ス 鋼 材 ３ ３ 、 ３ ４ が 交 差 し て 取 付 け ら れ る こ と か ら 、 第 １ 及 び 第 ２  
の 壁 体 １ １ 、 １ ２ の 頭 部 連 結 部 の 剛 性 を 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
更 に 、 第 １ 及 び 第 ２ ク ロ ス 鋼 材 ３ ３ 、 ３ ４ の 交 差 部 ３ ５ を ボ ル ト 固 定 す る こ と に よ り 、 よ  
り 強 固 な ト ラ ス 構 造 と す る こ と が で き 、 更 な る 剛 性 向 上 を 期 待 で き る 。
ま た 、 第 １ 及 び 第 ２ 縦 鋼 材 ３ １ 、 ３ ２ と 第 １ 及 び 第 ２ ク ロ ス 鋼 材 ３ ３ 、 ３ ４ と の 各 ボ ル ト  
固 定 部 は 、 複 数 箇 所 で ボ ル ト 固 定 す る 構 成 と す る の が 望 ま し い が 、 １ 箇 所 で ボ ル ト 固 定 す  
る 構 成 と な る 場 合 は 、 第 １ 及 び 第 ２ ク ロ ス 鋼 材 ３ ３ 、 ３ ４ の 交 差 部 ３ ５ を ボ ル ト 固 定 す る  
こ と で 、 剛 結 合 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
次 に 内 部 連 結 材 １ ４ に つ い て 説 明 す る （ 図 １ 及 び 図 ２ （ Ｂ ） 参 照 ） 。
内 部 連 結 材 １ ４ と し て は 、 例 え ば 、 平 鋼 を 用 い る 。 そ し て 、 板 面 を 打 ち 込 み 方 向 と 平 行 に  
し て （ 垂 直 面 内 に 配 置 し て ） 、 横 方 向 の 両 端 部 を 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ に 溶 接 （  
あ る い は ボ ル ト 接 合 ） に よ り 固 定 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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内 部 連 結 材 １ ４ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ の 高 さ 方 向 （ 打 ち 込 み 方 向 ） の １ ～ 複  
数 の 中 間 位 置 に 設 け 、 そ の 数 は 、 必 要 な 剛 性 に 合 わ せ て 調 整 す る が 、 少 な く と も 、 特 に 曲  
げ モ ー メ ン ト が 大 き く な る 位 置 （ 例 え ば 床 付 面 付 近 の 位 置 ） に 設 け る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 図 ２ に 示 さ れ て い る よ う に 、 鋼 矢 板 か ら な る 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体  
１ １ 、 １ ２ は 、 凸 形 状 が 反 対 方 向 と な る 逆 位 相 に 配 置 し 、 内 側 に 凸 ど う し の 最 短 距 離 と な  
る 位 置 に 、 頭 部 連 結 材 １ ３ 及 び 内 部 連 結 材 １ ４ を 設 置 し て い る が 、 こ れ に 限 る も の で は な  
い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
例 え ば 、 逆 位 相 の 配 置 の 場 合 、 外 側 に 凸 ど う し の 最 長 距 離 と な る 位 置 に 、 頭 部 連 結 材 １ ３  
又 は 内 部 連 結 材 １ ４ を 設 置 し て も よ い 。
ま た 、 鋼 矢 板 か ら な る 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ を 、 凸 形 状 が 同 方 向 と な る 同 位 相 に  
配 置 し て も よ く 、 こ の 場 合 、 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ 間 の 距 離 は 一 定 と な る の で 、  
頭 部 連 結 材 １ ３ 及 び 内 部 連 結 材 １ ４ は ど こ に 設 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
次 に 上 記 の 内 部 連 結 材 １ ４ を 含 む 土 留 め 構 造 体 （ 二 重 土 留 め 壁 ） １ ０ の 構 築 方 法 に つ い て  
説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ の 打 ち 込 み 工 程 の 前 に 、 第 １ の 壁 体 １ １ と 第 ２ の 壁 体 １ ２  
と を 、 互 い に 間 隔 を あ け て 平 行 に し た 状 態 で 高 さ 方 向 の 中 間 位 置 で 、 内 部 連 結 材 １ ４ に よ  
り 連 結 固 定 す る （ 内 部 連 結 工 程 ） 。 具 体 的 に は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ 間 の 適 当  
な 位 置 に 平 鋼 か ら な る 内 部 連 結 材 １ ４ を 配 置 し 、 そ の 水 平 方 向 の 両 端 部 を 第 １ 及 び 第 ２ の  
壁 体 １ １ 、 １ ２ に 溶 接 す る こ と で 、 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ を 連 結 固 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
次 に 、 内 部 連 結 材 １ ４ に よ る 連 結 状 態 で 、 第 １ の 壁 体 １ １ と 第 ２ の 壁 体 １ ２ と を 、 地 盤 に  
同 時 に 打 ち 込 む （ 同 時 打 ち 込 み 工 程 ） 。 こ の と き に ス ム ー ズ な 打 ち 込 み が 可 能 と な る よ う  
に 、 内 部 連 結 材 １ ４ と し て は 、 平 鋼 を 用 い 、 板 面 を 打 ち 込 み 方 向 と 平 行 に 配 置 し て い る 。  
打 ち 込 み 方 向 の 断 面 積 を 極 力 小 さ く し て 、 打 ち 込 み 負 荷 の 増 大 を 抑 制 す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
内 部 連 結 材 １ ４ を 含 む 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ の 同 時 打 ち 込 み に つ い て は 、 図 ４ 又  
は 図 ５ の 方 法 に よ り 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
図 ４ は バ イ ブ ロ ハ ン マ ー に よ る 同 時 打 ち 込 み の 方 法 例 を 示 す 図 で あ る 。
本 例 で は 、 第 １ の 壁 体 （ 鋼 矢 板 ） １ １ と 第 ２ の 壁 体 （ 鋼 矢 板 ） １ ２ と を 打 ち 込 み 方 向 の 中  
間 位 置 （ １ ～ 複 数 箇 所 ） で 内 部 連 結 材 （ 平 鋼 ） １ ４ に よ り 連 結 し た 状 態 で 、 第 １ 及 び 第 ２  
の 壁 体 （ 鋼 矢 板 ） １ １ 、 １ ２ の 頭 部 に 跨 が る よ う に 、 打 ち 込 み 用 治 具 １ ０ １ を 被 せ 、 打 ち  
込 み 用 治 具 １ ０ １ の 中 央 部 に バ イ ブ ロ ハ ン マ ー １ ０ ２ を セ ッ ト し て 、 打 ち 込 み を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 ５ は 圧 入 機 （ パ イ ラ ー ） に よ る 同 時 打 ち 込 み の 方 法 例 を 示 す 工 程 図 で あ る 。
本 例 で は 、 同 時 に 打 ち 込 む ２ つ の 壁 体 （ 鋼 矢 板 ） １ １ 、 １ ２ に 対 応 さ せ て 、 ２ つ の 圧 入 機  
（ パ イ ラ ー ） ２ ０ １ 、 ２ ０ ２ を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 ５ （ ａ ） は 、 ２ つ の 圧 入 機 ２ ０ １ 、 ２ ０ ２ に よ り ２ つ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ を 途 中 ま で 打 ち  
込 ん で 停 止 し た と こ ろ で あ り 、 こ の 段 階 で 、 地 盤 Ｇ と 圧 入 機 ２ ０ １ 、 ２ ０ ２ と の 間 で 、 ２  
つ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ を １ つ 目 の 内 部 連 結 材 １ ４ に よ り 連 結 す る 。
図 ５ （ ｂ ） で は 、 圧 入 機 ２ ０ １ 、 ２ ０ ２ に よ る 打 ち 込 み を 再 開 し 、 １ つ 目 の 内 部 連 結 材 １  
４ を 地 中 に 打 ち 込 む 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 ５ （ ｃ ） で は 、 圧 入 機 ２ ０ １ 、 ２ ０ ２ を 停 止 し 、 地 盤 Ｇ と 圧 入 機 ２ ０ １ 、 ２ ０ ２ と の 間  
に て 、 ２ つ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ を ２ つ 目 の 内 部 連 結 材 １ ４ に よ り 連 結 す る 。
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図 ５ （ ｄ ） で は 、 圧 入 機 ２ ０ １ 、 ２ ０ ２ に よ る 打 ち 込 み を 再 開 し 、 ２ つ 目 の 内 部 連 結 材 １  
４ も 地 中 に 打 ち 込 む 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
内 部 連 結 材 １ ４ を 含 む 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ の 打 ち 込 み 後 、 図 １ に 示 さ れ る 様 に  
、 第 １ の 壁 体 １ １ の 頭 部 と 第 ２ の 壁 体 １ ２ の 頭 部 と を 頭 部 連 結 材 １ ３ に よ り 連 結 固 定 す る  
（ 頭 部 連 結 工 程 ） 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
な お 、 施 工 条 件 に よ っ て は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ が 一 緒 に 入 る 溝 を 作 っ て 、 第  
１ 及 び 第 ２ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ を 挿 入 し て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ 間 に 内 部 連 結 材  
１ ４ を 配 置 し て 溶 接 等 に よ り 連 結 固 定 し 、 こ の 後 、 溝 内 を 埋 め 戻 す よ う に す る こ と も 考 え  
ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
上 記 の よ う に し て 構 築 さ れ た 土 留 め 構 造 体 （ 二 重 土 留 め 壁 ） １ ０ に よ れ ば 、 第 １ の 壁 体 １  
１ の 頭 部 と 第 ２ の 壁 体 １ ２ の 頭 部 と が 頭 部 連 結 材 １ ３ に よ り 連 結 さ れ る の み な ら ず 、 第 １  
及 び 第 ２ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ と 頭 部 連 結 材 １ ３ と が 、 剛 接 合 し て 、 門 型 ラ ー メ ン 構 造 を な し  
て い る 。 従 っ て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ が 一 体 化 し て 、 引 っ 張 り 及 び 圧 縮 に 対 抗  
で き る と 共 に 、 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ の 互 い の 頭 部 の 変 位 及 び 回 転 が 拘 束 さ れ て  
、 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ に よ る 二 重 土 留 め 壁 の 剛 性 ・ 強 度 ア ッ プ を 図 る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ま た 、 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ が 互 い に 拘 束 さ れ る こ と で 、 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 １  
１ 、 １ ２ 間 の 地 盤 を 拘 束 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 内 部 の 地 盤 の 剛 性 が 二 重 土 留 め  
壁 の 剛 性 ア ッ プ に 大 き く 寄 与 す る 。 特 に 砂 地 盤 の 場 合 、 大 き な 剪 断 抵 抗 を 持 つ の で 、 よ り  
大 き な 剛 性 ア ッ プ が 得 ら れ る 。 従 っ て 、 １ つ の 土 留 め 壁 の 剛 性 × ２ 以 上 の 剛 性 を 発 揮 さ せ  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
し か も 、 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ が 打 ち 込 み 方 向 の 中 間 位 置 に て １ ～ 複 数 の 内 部 連  
結 材 １ ４ に よ り 連 結 さ れ る の で 、 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ の 一 体 化 効 果 、 及 び 、 第  
１ 及 び 第 ２ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ 間 の 地 盤 拘 束 効 果 を 更 に 高 め 、 二 重 土 留 め 壁 の 更 な る 剛 性 ・  
強 度 ア ッ プ を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
な お 、 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ 間 の 地 盤 に よ る 剛 性 ア ッ プ 効 果 を 更 に 高 め る た め 、  
第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ 間 の 地 盤 を 補 強 す る よ う に し て も よ い 。 例 え ば 、 第 １ 及 び  
第 ２ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ 間 の 地 盤 に 固 化 材 （ 薬 液 ） を 注 入 し た り 、 ウ ェ ル ポ イ ン ト 工 法 に よ  
り 、 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ 間 の 地 下 水 位 を 低 下 さ せ た り し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
次 に 、 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 ６ 及 び 図 ７ に よ り 説 明 す る 。
図 ６ は 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 と し て 二 重 土 留 め 壁 を 用 い た 開 削 工 事 （ 立 坑 を 含 む ） の 施 工  
例 を 示 す 図 で あ る 。 図 ７ は 鋼 矢 板 を 用 い た 二 重 土 留 め 壁 の 平 面 図 で 、 （ Ａ ） は 図 ６ の Ａ －  
Ａ 矢 視 図 に 相 当 す る 頭 部 連 結 構 造 の 平 面 図 、 （ Ｂ ） は 図 ６ の Ｂ － Ｂ 矢 視 図 に 相 当 す る 内 部  
連 結 構 造 の 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
本 実 施 形 態 で は 、 頭 部 連 結 材 １ ３ 及 び 内 部 連 結 材 １ ４ と し て 、 図 ７ に 示 さ れ る よ う な 一 対  
の Ｌ 型 鋼 板 ５ １ 、 ５ ２ を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
一 対 の Ｌ 型 鋼 板 ５ １ 、 ５ ２ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 （ 鋼 矢 板 ） １ １ 、 １ ２ に そ れ ぞ れ 溶 接  
等 で 固 定 さ れ て 互 い に 対 向 す る 方 向 に 突 出 し 、 互 い の 先 端 が 相 手 側 を 越 え た 位 置 で 互 い に  
反 対 方 向 に 鉤 状 に 屈 曲 す る 。 従 っ て 、 一 対 の Ｌ 型 鋼 板 ５ １ 、 ５ ２ は 、 互 い に 対 向 す る 屈 曲  
部 ５ １ ａ 、 ５ ２ ａ を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
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頭 部 連 結 材 １ ３ と な る 部 分 で は 、 一 対 の Ｌ 型 鋼 板 ５ １ 、 ５ ２ を 方 版 （ 囲 繞 ） す る よ う に 、  
第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ の 頭 部 間 （ 一 対 の 屈 曲 部 ５ １ ａ ， ５ ２ ａ 間 を 含 む ） に コ ン  
ク リ ー ト ５ ３ が 打 設 さ れ 、 第 １ の 壁 体 １ １ の 頭 部 と 第 ２ の 壁 体 １ ２ の 頭 部 と が 一 対 の Ｌ 型  
鋼 板 ５ １ 、 ５ ２ と コ ン ク リ ー ト ５ ３ と に よ り 剛 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
内 部 連 結 材 １ ４ と な る 部 分 で は 、 一 対 の Ｌ 型 鋼 板 ５ １ 、 ５ ２ の 互 い に 対 向 す る 屈 曲 部 ５ １  
ａ 、 ５ ２ ａ 間 に 土 砂 が 拘 束 さ れ る こ と で 、 互 い の 屈 曲 部 ５ １ ａ 、 ５ ２ ａ が こ れ ら の 間 に 拘  
束 さ れ る 土 砂 を 介 し て 一 体 化 し 、 こ れ に よ り 、 第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ が 地 中 に て  
実 質 的 に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
上 記 の よ う に 、 頭 部 連 結 材 １ ３ と し て 、 コ ン ク リ ー ト ５ ３ （ 及 び 一 対 の Ｌ 型 鋼 板 ５ １ 、 ５  
２ ） を 用 い て 、 第 １ の 壁 体 １ １ の 頭 部 と 第 ２ の 壁 体 １ ２ の 頭 部 と を つ な ぐ こ と で 、 第 １ 及  
び 第 ２ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ を 一 体 化 し て も よ い 。 な お 、 コ ン ク リ ー ト に 代 え て 、 モ ル タ ル を  
用 い た り 、 地 盤 改 良 材 を 用 い た り す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
ま た 、 上 記 の よ う に 、 内 部 連 結 材 １ ４ と し て 、 一 対 の Ｌ 型 鋼 板 ５ １ 、 ５ ２ を 用 い て 、 互 い  
の 屈 曲 部 ５ １ ａ 、 ５ ２ ａ が こ れ ら の 間 に 拘 束 さ れ る 土 砂 を 介 し て 一 体 化 す る よ う に し て 、  
第 １ 及 び 第 ２ の 壁 体 １ １ 、 １ ２ を 地 中 で 連 結 し て も よ い 。 内 部 に 挟 ま れ た 土 砂 を 含 め た 噛  
み 合 わ せ 構 造 で 、 内 部 土 の せ ん 断 抵 抗 が 増 強 さ れ 、 二 重 土 留 め 壁 全 体 の 高 剛 性 化 を 図 る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
こ こ で 、 図 ６ 及 び 図 ７ の 実 施 形 態 の 頭 部 連 結 構 造 を 図 １ 及 び 図 ２ の 実 施 形 態 の 内 部 連 結 構  
造 と 組 み 合 わ せ て も よ い し 、 図 ６ 及 び 図 ７ の 実 施 形 態 の 内 部 連 結 構 造 を 図 １ 及 び 図 ２ の 実  
施 形 態 の 頭 部 連 結 構 造 と 組 み 合 わ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
な お 、 図 示 の 実 施 形 態 は あ く ま で 本 発 明 を 概 略 的 に 例 示 す る も の で あ り 、 本 発 明 は 、 説 明  
し た 実 施 形 態 に よ り 直 接 的 に 示 さ れ る も の に 加 え 、 特 許 請 求 の 範 囲 内 で 当 業 者 に よ り な さ  
れ る 各 種 の 改 良 ・ 変 更 を 包 含 す る も の で あ る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
１ ０   土 留 め 構 造 体
１ １   第 １ の 壁 体 （ 鋼 矢 板 ）
１ ２   第 ２ の 壁 体 （ 鋼 矢 板 ）
１ ３   頭 部 連 結 材
１ ４   内 部 連 結 材 （ 平 鋼 ）
３ １   第 １ 縦 鋼 材
３ ２   第 ２ 縦 鋼 材
３ ３   第 １ ク ロ ス 鋼 材
３ ４   第 ２ ク ロ ス 鋼 材
３ ５   交 差 部
５ １ 、 ５ ２   Ｌ 型 鋼 板
５ １ ａ 、 ５ ２ ａ   屈 曲 部
５ ３   コ ン ク リ ー ト
１ ０ １   打 ち 込 み 用 治 具
１ ０ ２   バ イ ブ ロ ハ ン マ ー
２ ０ １ 、 ２ ０ ２   圧 入 機 （ パ イ ラ ー ）
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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